
令和８年の新しい年が幕

を開けました。１月８日、

学校に子どもたちの元気な

声が戻ってきました。冬休

み中、大きな事故の報告も

なく、ご家庭で温かい新年

を過ごされたことと拝察い

たします。 新しい年の始
まりは、自分をリセットし、

新たな目標を立てる絶好の

機会です。子どもたちが立

てた「今年のめあて」を大

切に見守り、教職員一同、

一丸となって支援してまい

ります。

３学期は、１年の中で最

も短い学期ですが、今の学

年の「まとめ」をすると同

時に、次の学年へ向けて準

備を始める「０（ゼロ）学

期」でもあります。

始業式でも話しましたが、

「６年生は卒業と中学校へ

の準備を」

「５年生は最高学年のバト

ンを受け取る準備を」

「４年生は高学年の仲間入

り、学校を支える準備を」

「３年生は中学年のリーダー

として低学年をリードする

準備を」

「２年生は中学年の仲間入

り、自信を持って学校生活

を送れる準備を」

「１年生はお兄さんお姉さ

んになる準備を」

一日一日を大切に、みん

なで素敵な１年の締めくく

りにしたいものです。

年末に登校班についての

アンケートを取らせていた

だきましたが、お忙しい中、

たくさんのご意見をいただ

き、ありがと

うございまし

た。今回はア

ンケート結果

の概略をお伝

えします。

【要約】

登校班の現状については、

「良い」等が約４割に対し、

「どちらとも言えない・良く

ない」等が約６割。登校班の

意義は認めつつも、現状に課

題を感じている保護者が多い。

懸念事項としては「荷物の

重さ・距離（３２．４％）」

が最多。次いで「歩くスピー

ド」「並び方」など、体力的・

安全面での不安が目立った。

今後の方向性については

「現行維持（２４．３％）」

は少数派。「廃止・自由登校

（２９．７％）」が単独では

最多となり、「期間・対象の

限定（２５．７％）」を含め

た「何らかの見直し」を求め

る声が約７割に達している。

今後、ＰＴＡ本部役員会や
地区委員会などで協議し、来

年度からの登校班のあり方に

ついて、改めてご連絡させて

いただきます。
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学校だより
【学校教育目標】
将来への夢を持ち、夢の実現に向かっ
て、たくましく生きる山 田っ子の育成

【校訓】
やさしく かしこく たくましく

【創立151年】

１年の計は元旦にあり

人生に遅いということはない

先日、山江村の二十歳を祝う会（成人式）に出席しました。５年間出席をしていま
すが、山田小学校を卒業した子供たちが立派に成長した姿を見るのは本当にうれしい
ことです。その式の中では、毎年、一人一人が近況や将来の夢などについて語ります。
聞きながらいつも思うことがあります。

１つは、若いということの素晴らしさです。満ち溢れるエネルギーがあり、将来へ
の夢や希望があります。これからどんどんチャレンジしてほしいと思います。

もう１つは若さゆえの苦悩です。私もそうでしたが、若いということはその瞬間、
瞬間がすべてであり、過去を振り返って今を考えたり、先を展望して将来のあるべき
自分の姿を思い描いたりすることができにくいものです。年齢を重ねてみると、あの
時の失敗があるから今がある。いろいろな出来事が全て今につながっていると実感で
きます。しかし、若いときはそのことが分かりません。だから、もっと勉強しておけ
ばよかった、○○しておけばよかったなど過去への後悔、失敗への後悔だけに意識が
向かいがちです。でも、そのような過去や失敗があったからこそ、大切なことに気づ
くことができるのだと思います。

３０歳、４０歳を超えて大学に入って勉強する人もいます。勉強するのに、何かに
チャレンジするのに遅すぎるということはないと思います。やりたいと思ったその時
が適した時期だと思います。

「世界最高齢」のプログラマーとして現役で活躍する若宮正子さんは、定年退職後
にパソコンを始めて、独学で習得されました。スマートフォンでお年寄りが楽しめる

ゲームがないという声を聞き、８０歳を過ぎてからプログラミングの技術を学び、「h
inadan」というゲームアプリを完成させられました。すごいと思います。学び続ける
ことの大切さを教えられました。私自身も頑張らねばと思ったところです…。

２月の行事予定
○４日（水）
一斉下校

○１２日（木）
中学校入学説明会

○１３日（金）
学習発表会準備

○１５日（日）
学習発表会、学年ＰＴＡ

○１６日（月）
振替休業日

○２１日（土）

山江村教育のつどい

○２５日（水）
一斉下校

行事等は変更される場合がありま
すので、ご了承ください。

3学期は、次の学年の『0学期』

登校班について


